
 

 

 

 

１．日時：平成２３年１２月１５日（木）15:30～17:30 

 

２．場所：合同庁舎２号館８階会議室 

 

３．出席委員：第１部会 会長 今岡 務    広島工業大学環境学部 

第１部会 委員 米倉 亜州夫  広島大学名誉教授 

第１部会 委員 戸田 常一   広島大学大学院社会科学研究科 

       第 1 部会 委員 福田 健吉   （株）日本政策投資銀行 中国支店長 

 

                        

４．議事次第： 

 

（１）審査対象工事の全体説明 

   審査対象工事件数・・・全１０件 

＜件数の内訳＞ 

・技術提案の審査（入札前審査・・・７件） 

表１【標準型（Ⅰ型）】 

施工体制評価点＋加算点の合計
工種 

50～ 60～ 70～ 80～ 90～
計 

一般土木 - - - 1 - 1 

鋼橋上部 - - - 1 1 2 

PC - - - 1 - 1 

建築 - - - 1 - 1 

電気設備 - - - - 1 1 

暖冷房衛生 - - - - 1 1 

計 0 0 0 4 3 7 

 

・評価項目・加算点の審査（公告前審査・・・１件） 

表２【簡易型】 

施工体制評価点＋加算点の合計
工種 

50～ 60～ 70～ 80～ 90～
計 

建築 - 1 - - - 1 

計 0 1 0 0 0 1 

 

 

 

 

中国地方整備局総合評価審査委員会 第１部会（第９回）開催結果の概要 



・開札後整理案件・・・２件 

表３【標準型（Ⅰ型）】 

施工体制評価点＋加算点の合計
工種 

50～ 60～ 70～ 80～ 90～
計 

一般土木 - - - 1 - 1 

計 0 0 0 1 0 1 

 

表４【標準型（Ⅱ型）】 

施工体制評価点＋加算点の合計
工種 

50～ 60～ 70～ 80～ 90～
計 

鋼橋上部 - - - 1 - 1 

計 0 0 0 1 0 1 

 

 

（２）審査対象業務の全体説明 
  １）審査対象業務件数・・・全４件 

＜件数の内訳＞ 

・評価項目・加算点の審査（公示前審査・・・２件） 

表５ 総合評価落札方式 
 
 
 
 
 
 
 
 

表６ プロポーザル方式 
 
 
 
 
 
 

 

・評価項目・加算点の審査（特定前審査・・・２件） 

表７ プロポーザル方式 
 

 

 

 

 

 

 

５．主な意見の概要 

（工事審査）  

【国道９号野広１号橋鋼上部工事】 

総合評価落札方式 
工種 

簡易型 標準型 

発注者支援 - １ 

計 - １ 

工種 公募型 簡易公募型 標準型 

設計 - 1 - 

計 0 1 0 

工種 公募型 簡易公募型 標準型 

設計 １ －  

調査・検討 － １ - 

計 １ 1 0 



●追加提出資料が未提出で「無効」になった社があるが、予定価格は公表しているか。 

   →予定価格は公表していない。 

 
（業務審査） 
【中国地方整備局技術審査業務】 

●平成２４年度の入札契約の方針について、平成２３年度との変更点は？ 
→内容に大きな変更はない 
●評価項目をみると「同種又は類似業務の実績の有無」が評価に大きく影響するように思われるが、

次第に優位な者が一者に特定されてこないか？ 
→そのため、配点については「同種又は類似業務の実績の有無」よりも「実施方針及び評価テーマに

対する技術提案」に重みを付けているところ 
【税務大学校広島研修所設計業務】 

●評価者の評価が大きく異なる場合には、単純平均ではなく、異常値を排除して平均することも必要

と思われる【「新しい公共」活動における地域ニーズ調査検討業務】 
 
その他、評価手法及び評価に関する助言を頂く 

 



◆第９回総合評価審査委員会　審査対象工事一覧

④企業の技術力

ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

下
請
企
業
の
表
彰

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
施
工
経
験

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

有
用
な
新
技
術
の
活
用

1
松江国道
事務所

道
路

6 ○
仁摩温泉津道路福波第１高
架橋鋼上部工事

鋼
橋
上
部

橋
梁

鋼上路アーチ橋
L=158.0m
（支間長：22.0m＋
106.0m＋28.0m)

橋梁の構造体として重
要である床版工につい
て、良好な品質をもっ
た鋼・コンクリート合成
床版とすることが重要
である。また、塗装橋
梁である本橋梁におい
ては、橋梁の長寿命化
の為に良好な品質を
もった塗装とすることが
重要である。

○

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅰ
型

）

－ ○ － 90.0 30 15 15 60.0

鋼・コンク
リート合成床
版の品質・耐
久性向上

30
鋼橋塗装の
品質・耐久性
向上

30 60.0 0.0 0.0

2
松江国道
事務所

道
路

4 ○
仁摩温泉津道路馬路第１高
架橋ＰＣ上部第３工事

Ｐ
Ｃ

橋
梁

ＰＣ４径間連続ラーメン
箱桁橋　Ｌ＝260.0ｍ
（49.0m+80.0m+80.0m
+49.0m）

橋梁構造体として重要
である上部工につい
て、良好な品質を持っ
たコンクリート構造物と
するため、耐久性向上
を目的として「上部コン
クリート」及び「ＰＣケー
ブルの」良質な品質・
耐久性の確保を図る
必要がある。

○

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅰ
型

）

－ ○ － 80.0 30 15 15 50.0

上部工コンク
リートの品
質・耐久性向
上に関する
施工計画

30

ＰＣケーブル
の品質・耐久
性向上に関
する施工計
画

20 50.0 0.0 0.0

3
広島国道
事務所

道
路

6 ○
広島南道路本川橋鋼上部第
２工事

鋼
橋
上
部

橋
梁

鋼６径間連続非合成
箱桁橋L=310.0m
本工事製作対象：右岸
側4径間L=197.0m
（支間長：2@59.5m＋
48.5m＋33.6m）

塗装橋梁である本橋
梁においては、橋梁の
長寿命化の為に良好
な品質をもった塗装と
することが重要であ
る。
また市街地の住居地
域に近接しており、施
工時に発生する騒音
抑制に配慮する必要
がある。

○

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅰ
型

）

－ ○ － 80.0 30 15 15 50.0
鋼橋塗装の
品質・耐久性
向上

30

施工中の近
隣住民に対
する騒音対
策

20 50.0 0.0 0.0

4
松江国道
事務所

道
路

6 ○
仁摩温泉津道路福光改良第
２工事

一
般
土
木

改
良

道路改良L=790m
　掘削V=169,000m3
　盛土V=195,000m3
　橋台N=1基
　橋脚N=1基
　函渠N=1基
　補強土壁　1式

本工事の主体が掘削
工及び法面工であり、
現場特性、施工条件等
を踏まえ、施工すること
が必要である。
また橋台・橋脚は重要
構造物であり、下部工
コンクリートの品質・耐
久性の向上が重要で
ある。

－

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅰ
型

）

○ ○ ○ 88.0 30 15 15 58.0
道路土工・法
面工の品質
向上

20

下部工コンク
リートの品
質・耐久性向
上

20 40.0 3.0 1.0 2.0 1.0 2.0 1.0 1.0 1.0 12.0 3.0 3.0 6.0

5
岡山営繕
事務所

営
繕

⑤ ○ 岡山法務総合建築工事
建
築

営
繕

庁舎
鉄筋コンクリート造
地上６階建
延床面積　約10,067㎡
新築１棟
外

構造体コンクリートの
品質・耐久性の向上対
策は、建物を構成する
上で重要である。ま
た、近隣施設に支障を
与えない観点から敷地
内外における騒音、振
動、粉塵、排気ガス対
策は重要である。

○

一
般
競
争

標
準
型

(

Ⅰ
型

)

－ ○ － 80.0 30 15 15 50.0

構造体コンク
リートの品
質・耐久性の
向上に関す
る施工計画

30

敷地内外に
おける騒音、
振動、粉塵、
排気ガス対
策に関する
施工計画

20 50.0 0.0 0.0

⑥
地
元
企
業
活
用

技術提案 施工能力

合
計

地域

⑤
地
域
精
通
度
・
貢
献
度

合
計

②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力
施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
評
価
点
計
①

高度技術提案型、標準型、簡易型　①技術提案、施工計画

合
計

備
　
　
考

②加算点

企
業
の
技
術
力

（
過
去
の
加
算
点
実
績

）

を
除
く
加
算
点

評価内容３評価内容１ 評価内容２

工事概要

加
算
点
の
合
計
②

工事の特性

（評価項目設定の妥当性が判
断できる工事内容やサイト特
性をわかりやすく記載するこ

と）

工
事
種
別

種
別

入札方式
総合評価

方式

事
務
所
名

審査対象工
事

工事名No.
区
分



④企業の技術力

ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

下
請
企
業
の
表
彰

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
施
工
経
験

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

有
用
な
新
技
術
の
活
用

⑥
地
元
企
業
活
用

技術提案 施工能力

合
計

地域

⑤
地
域
精
通
度
・
貢
献
度

合
計

②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力
施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
評
価
点
計
①

高度技術提案型、標準型、簡易型　①技術提案、施工計画

合
計

備
　
　
考

②加算点

企
業
の
技
術
力

（
過
去
の
加
算
点
実
績

）

を
除
く
加
算
点

評価内容３評価内容１ 評価内容２

工事概要

加
算
点
の
合
計
②

工事の特性

（評価項目設定の妥当性が判
断できる工事内容やサイト特
性をわかりやすく記載するこ

と）

工
事
種
別

種
別

入札方式
総合評価

方式

事
務
所
名

審査対象工
事

工事名No.
区
分

6
岡山営繕
事務所

営
繕

⑥ ○ 岡山法務総合電気設備工事

電
気
設
備

営
繕

庁舎
鉄筋コンクリート造
地上６階建
延床面積　約10,067㎡
新築１棟外に伴う
電気設備工事
新設一式

本工事は庁舎新築に
伴う電気設備工事であ
り、電力設備用ケーブ
ル配線の品質確保及
び受変電設備の品質
確保は、設計で要求さ
れた建物性能を実現
する上で重要である。

－

一
般
競
争

標
準
型

(

Ⅰ
型

)

－ ○ ○ 90.0 30 15 15 60.0

電力設備用
ケーブル配
線の品質向
上に関する
施工計画

25

受変電設備
の品質向上
に関する施
工計画

15 40.0 4.0 2.0 1.0 1.0 3.0 2.0 1.0 1.0 15.0 5.0 5.0

7
岡山営繕
事務所

営
繕

6 ○ 岡山法務総合機械設備工事

暖
冷
房
衛
生
設
備

営
繕

庁舎
鉄筋コンクリート造
地上６階建
延床面積　約10,067㎡
新築１棟外に伴う
機械設備工事
新設一式

本工事は庁舎新築に
伴う機械設備工事であ
り、配管工事の品質確
保及びダクト工事の品
質確保は、設計で要求
された建物性能を実現
する上で重要である。

－

一
般
競
争

標
準
型

(

Ⅰ
型

)

－ ○ ○ 90.0 30 15 15 60.0

配管工事（空
気調和、給
水又は排水
設備）の品質
向上に関す
る施工計画
（保温工事含
む）

25

ダクト工事
（空気調和又
は換気設備）
の品質向上
に関する施
工計画（保温
工事含む）

15 40.0 4.0 2.0 1.0 1.0 3.0 2.0 1.0 1.0 15.0 5.0 5.0

8 本局
営
繕

○ 宇部合同庁舎防水改修工事
建
築

営
繕

庁舎（既存）
鉄筋コンクリート造
地上５階地下１階建
延床面積　約4,460㎡
修繕一式
外

本工事は、合同庁舎の
入居官署での業務を
行いながら行う工事で
あり、来庁者及び職員
への環境を維持するた
め「騒音、振動、粉塵
対策」は重要である。



◆第９回総合評価審査委員会　開札後整理工事一覧

④企業の技術力

ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

下
請
企
業
の
表
彰

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
施
工
経
験

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

有
用
な
新
技
術
の
活
用

1
岡山河川
事務所

河
川

④ ⑦ 百間川河口水門防潮堤他工事

一
般
土
木

海
岸
工
事

掘削工V=40,300m3
盛土工V=11,400m3
鋼管矢板護岸工 1式
矢板護岸工　1式
擁壁護岸工　1式
根固工　１式
護床工　１式
仮設工（仮橋・仮桟橋）１
式

海岸堤防に鋼管矢板
を採用していることか
ら基礎構造の長期的
な性能確保が重要で
あるとともに、海域で
行われている海苔養
殖に対して工事中の
濁水処理が重要であ
る。

○

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅰ
型

）

○ 80.0 30 15 15 50.0

鋼管矢板の
品質・耐久性
向上に関する
施工計画

30
水質汚濁防
止対策に関す
る施工計画

20 50.0

2
浜田河川
国道事務
所

道
路

5 7
国道９号野広１号橋鋼上部工
事

鋼
橋
上
部

橋
梁

３径間連続合成開断面
箱桁橋　Ｌ＝133.0ｍ
（33.3m+69.0m+33.3m）

耐候性鋼材の表面に
保護性さび層が形成
されることが必要で
あり、その成否が構
造物の機能、性能に
与える影響は大き
い。よって、その耐候
性の向上及び鋼材の
耐食性の向上に関す
る施工中の配慮は重
要である。

－

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅱ
型

）

－ ○ ○ 80.0 30 15 15 50.0
桁（鋼材）の
耐候性・耐
食性の向上

30 30.0 6.0 1.0 3.0 1.0 4.0 3.0 1.0 1.0 20.0 0.0

事
務
所
名

審査対象工
事

工事名No.
区
分

工事概要

加
算
点
の
合
計
②

工事の特性

（評価項目設定の妥当性が
判断できる工事内容やサイ
ト特性をわかりやすく記載す

ること）

工
事
種
別

種
別

入札方式
総合評価

方式 高度技術提案型、標準型、簡易型　①技術提案、施工計画

合
計

備
　
　
考

②加算点

企
業
の
技
術
力

（
過
去
の
加
算
点
実
績

）

を
除
く
加
算
点

評価内容３評価内容１ 評価内容２
施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
評
価
点
計
①

⑥
地
元
企
業
活
用

技術提案 施工能力

合
計

地域

⑤
地
域
精
通
度
・
貢
献
度

合
計

②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力



◇平成２３年度の発注業務一覧表【総合評価落札方式（標準型）・公示前】　平成２３年１２月１５日総合評価審査委員会（第１部会）

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

担
当
技
術
者

管
理
技
術
者

留
意
点
の
対
応
策
が
的
確

必
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
の
網
羅

1 企画部
中国地方整備局
技術審査業務

土木関係建
設コンサル
タント業務

総合評価落札方
式で発注する工事
において、工事入
札参加者から提出
があった競争参加
資格確認申請書
等の分析・整理を
行うもの。

一般競争入
札（総合評価
落札方式・標
準型）

テ
ー
マ
内
容

入
札
契
約
方
式

同
種
類
似
実
績

実現性

実
施
体
制

地
域
精
通
度No 部名 業務名 業務種別 業務概要

評価テーマ ①

保
有
資
格

配置予定技術者

小
　
　
計

小
　
　
計

技術提案

的確性

合
 
 

計

技術評価点（技術提案書）

実施方針資格・実績

業
務
理
解
度

小
　
　
計



◇業務関係　評価項目・加算点の審査【プロポーザル方式・公示前審査】　平成２３年１２月１５日総合評価審査委員会(第１部会）

＜建築関係コンサルタント業務の場合＞

1 営繕部
広島港湾合同
耐震その他改
修設計業務

建築関係建設
コンサルタント
業務

広島港湾合
同耐震改修に
係る設計業務
を行うもの。

簡易公募
型プロポー
ザル方式

配点

建築：2.00
構造：1.00
電気：1.00
機械：1.00

建築：3.00
構造：1.00
電気：1.00
機械：1.00

建築：3.00
構造：1.00
電気：1.00
機械：1.00

主任担当技術者

保有
資格

同種類
似業務
実績

業務
成績

ＣＰＤ
取得

評価テーマ ②

小計

技術提案

業務名 業務種別 業務概要

入
札
契
約
方
式

建築：2.00
構造：2.00
電気：2.00
機械：2.00

No
事務
所名

業務の
理解度

小計

評価テーマ ①

小計 広島港湾合同庁舎の工事
中における入居官署の２４
時間業務機能を確保する
ための方策の提案（仮設備
を含む）

小
計広島港湾合同庁舎の意匠

性及び機能性を考慮した耐
震改修構法選定の留意点
についての提案

実施
体制

・
実施
方針

合
計

管理技術者

業
務
成
績

Ｃ
Ｐ
Ｄ
取
得

同
種
類
似
業
務
経
験

保
有
資
格

配置予定技術者

特定における評価点（技術提案書）

実施方針

合
計

選定における評価点（参加表明書）

参加表明者

業
務
成
績

同
種
類
似
業
務
経
験

保
有
資
格

同種類
似業務
実績

小計
建築：2.00
構造：1.00
電気：1.00
機械：1.00

管理技術者 主任担当技術者

小計

保有
資格

業務
成績

建築：3.00
構造：1.00
電気：1.00
機械：1.00

建築：3.00
構造：1.00
電気：1.00
機械：1.00



◇業務関係　評価項目・加算点の審査【プロポーザル方式・特定前審査】　平成２３年１２月１５日総合評価審査委員会(第１部会）

＜建築関係コンサルタント業務の場合＞

1 営繕部
税務大学校広
島研修所設計
業務

建築関係建
設コンサルタ
ント業務

税務大学校
広島研修所
新築に係る設
計業務を行う
もの。

公募型
プロポーザ

ル方式
配点

入
札
契
約
方
式

業務名 業務種別 業務概要No
事務
所名

業務の
理解度

小計

業務
成績

建築：3.00
構造：1.00
電気：1.00
機械：1.00

評価テーマ ①

小計

実施
体制

・
実施
方針

周辺建物を考慮し、
良好な都市環境を
形成するための建
物配置のあり方に
ついての提案

評価テーマ ②

研修所として構成さ
れる寮・厚生棟を快
適な生活の場にする
ためのあり方につい
ての提案

評価テーマ ③

合
計

小
計気候風土及び費用

対効果を考慮した環
境負荷低減方策の
提案

技術提案

特定における評価点（技術提案書）

実施方針

同種類
似業務
実績

建築：2.00
構造：1.00
電気：1.00
機械：1.00

建築：3.00
構造：1.00
電気：1.00
機械：1.00

主任担当技術者

小計

ＣＰＤ
取得

建築：2.00
構造：2.00
電気：2.00
機械：2.00

保有
資格

保
有
資
格

管理技術者

配置予定技術者

業
務
成
績

Ｃ
Ｐ
Ｄ
取
得

同
種
類
似
業
務
経
験



◇平成２３年度の発注業務一覧表【プロポーザル方式・特定前】　平成２３年１２月１５日総合評価審査委員会(第１部会）

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

与
条
件
と
の
整
合

キ
ー
ワ
ー
ド
の
網
羅

説
得
力
が
あ
る

類
似
実
績
が
あ
る

2 建政部
「新しい公共」活動にお
ける地域ニーズ調査検
討業務

土木関係建設コンサル
タント業務

「新しい公共」普及によ
る持続的な地域経営に
資する施策の検討を行
うもの。

簡易公募型
プロポーザル方式

特定における評価点（技術提案書）

成績・
表彰

テ
ー
マ
内
容

実施方針

小
　
　
計

小
　
　
計

実
施
フ
ロ
ー
の
妥
当
性

有
益
な
代
替
案

工
程
計
画
の
妥
当
性

No 部名 業務名
業
務
理
解
度

保
有
資
格

合
 
 

計

評価テーマ ①

技術提案配置予定技術者

入
札
契
約
方
式

表
彰
の
有
無

同
種
類
似
実
績

資格・実
績

業務概要業務種別

業
務
の
成
績

小
　
　
計

的確性 実現性



日 時：平成２３年１２月１５日（木）15：30～ 

                      場 所：合同庁舎２号館 ８階会議室 

 

平成２３年度 中国地方整備局総合評価審査委員会 

第一部会（第９回） 

 

議 事 次 第 

 

１．開  会                                                       

 

２．挨  拶  

 

３．議  事 

 

 【工事関係審査】 

       １）審査対象工事の全体説明 

 

２）審査対象工事の個別説明  

               

 【業務関係審査】 

３）審査対象業務の全体説明  

 

４）審査対象業務の個別説明  

 

４．閉  会 
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